
市
民
協
働
大
学
「
バ
ン
ド
ウ 

ミ
ラ
イ 

楽
考
」

名
産
品
講
座「
坂
東
市
の
名
産
品
に
ふ
れ
よ
う 

～
渡
米
し
た
日
本
初
の
お
茶
～
」

郷
土
館
ミ
ュ
ー
ズ
で
好
評
開
催
中

企
画
展
「
粛
粲
寶
の
世
界 

生
誕
１
２
０
年
記
念
特
別
絵
画
展
」

　

9
月
25
日
、
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
秀
緑 
休
憩
棟
で
、
坂

東
市
の
名
産
品
で
あ
る
「
さ
し

ま
茶
」
を
テ
ー
マ
に
バ
ン
ド
ウ

ミ
ラ
イ
楽
考
の
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
坂
東
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

企
画
・
運
営
に
よ
り
行
わ
れ
、

坂
東
市
茶
業
組
合
、
日
本
茶

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会 

茨

城
県
支
部
か
ら
講
師
を
迎
え
、

日
本
茶
の
伝
統
的
な
製
法
で
あ

る
「
手
も
み
製
法
」
の
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

日
本
茶
と
し
て
初
め
て
海

外
の
輸
出
に
成
功
し
た
「
さ

　

い
ず
れ
の
会
派
に
も
属
さ

ず
、
文
人
画
調
の
独
自
の
画
風

で
人
気
を
博
し
、「
孤
高
の
画

家
」と
称
さ
れ
た
粛
粲
寶（
し
ゅ

く
さ
ん
ぽ
う
明
治
35
年

－

平

成
6
年
）
の
生
誕
１
２
０
周
年

を
記
念
し
た
回
顧
展
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
見
学
者
が
市
内
外

か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

人
気
画
家
と
し
て
60
年
近
い

画
業
一
筋
の
人
生
を
送
っ
て
き

た
粛
粲
寶
。
平
成
元
年
に
は
、

「
知
友
」
と
し
て
と
も
に
画
業

に
邁
進
し
た
唯
一
の
弟
子
・
中

山
正
男
氏
を
頼
り
、
東
京
か
ら

境
町
に
転
居
。
平
成
6
年
に
91

歳
で
逝
去
す
る
ま
で
、
萬
蔵
院

まちの話題

し
ま
茶
」
の
歴
史
に
触
れ
、「
手

も
み
製
法
」
の
実
演
を
間
近

で
見
学
。
体
験
で
は
、
最
も

難
し
い
工
程
で
あ
る
「
も
み

き
り
」
の
作
業
に
も
挑
戦
し
、

匠
の
技
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
「
さ
し
ま
茶
」

の
試
飲
で
は
、
時
間
を
か
け
て

作
り
上
げ
た
お
茶
の
深
み
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、「
さ
し
ま

茶
」
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
る

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

（
生
子
）
で
個
展
を
開
く
な
ど

地
元
文
化
人
等
と
も
交
流
し
、

数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　

会
期
は
12
月
25
日
（
日
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
粛
粲
寶
の
世
界
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

講
座
の
様
子
を
動
画
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
坂
東
ち
ゃ
ん
ね
る
）▶

粛粲寶「仙客嘉童」

▼
警
察
官
や
金
融
機
関
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
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